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３
月
１
日
、
13
時
30
分
よ
り
、
海
員
福
祉
研
修
会
館
（ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
）で
、
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会
と
の
第
１
回
交
渉
（呼
称
＝
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
交
渉

委
員
会
）が
開
催
さ
れ
、
世
界
的
規
模
の
急
激
な
物
価
高
に
、
労
働
者
の
生
活
防
衛
を
ど
う
す
る
の
か
注
目
を
浴
び
る
海
員
春
闘
の
中
央
交
渉
が
始
ま
っ
た
。

　

海
員
組
合
と
各
船
主
団
体
（日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会
・内
航
二
団
体
・全
内
航
）で
行
わ
れ
る
労
働
協
約
改
定
の
中
央
交
渉
は
、
わ
が
国
の
船
員
社
会
の
賃
金
水
準
を
引
き

上
げ
る
け
ん
引
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
今
次
春
闘
を
取
り
巻
く
社
会
背
景
は
、
昨
年
と
は
大
き
く
異
な
り
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
る
国
際
経
済
の
混
乱
、
急
激
な
物
価
高
か
ら
の
生
活
防
衛
な
ど
、
労
働
者
の
生
活
が
破
綻
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、
日
本
の
海
上
物
流
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
が

停
滞
・破
綻
し
な
い
よ
う
交
渉
の
舵
取
り
は
難
し
い
。
日
本
の
船
員
社
会
と
海
運
業
・水
産
業
の
業
界
の
将
来
を
見
据
え
て
の
船
団
側
の
誠
意
あ
る
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。  

第
１
回
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
交
渉
委
員
会
・
概
要

　
交
渉
委
員
会
は
組
合
側
幹
事
の

司
会
で
始
ま
り
、
労
使
双
方
の
交

渉
委
員
を
確
認
し
た
。
船
団
側
を

代
表
し
て
小
笠
原
朗
会
長
、
組
合

側
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴
組
合
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
た
。

ー
労
務
協
会
の
構
成
会
社
の
確
認

を
行
い
、「
有
効
期
間
」
お
よ
び

「
例
外
規
定
」
に
つ
い
て
は
労
使

双
方
の
申
し
入
れ
事
項
で
あ
り
、

船
団
側
も
特
段
の
異
論
は
な
い
と

し
た
こ
と
か
ら
、仮
合
意
と
し
た
。

　
交
渉
で
は
組
合
側
よ
り
、
期
限

内
自
主
円
満
解
決
に
対
す
る
考
え

　
交
渉
委
員
会
運
営
の
確
認
の

後
、
組
合
側
よ
り
要
求
、
な
ら
び

に
船
団
側
幹
事
よ
り
船
団
側
申
し

入
れ
事
項
に
つ
い
て
、
趣
旨
説
明

を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ

方
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
船

団
側
は
異
論
な
い
と
の
考
え
を
示

し
た
。
ま
た
組
合
要
求
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
労

働
力
確
保
の
た
め
真
摯
に
検
討

し
、
対
応
し
た
い
と
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
総
論

的
な
話
で
は
な
く
、
今
次
交
渉
は

海員春闘海員春闘中央交渉スタート中央交渉スタート
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松
浦
満
晴
組
合
長
の
あ
い
さ
つ

　
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会

と
の
令
和
５
年
度
労
働
協
約
改
定

交
渉
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
組

合
を
代
表
し
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期

化
や
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
協
調
減

産
な
ど
に
よ
る
原
油
価
格
の
高

騰
、
米
中
貿
易
摩
擦
問
題
、
コ
ロ

ナ
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
た
中
国

経
済
の
底
割
れ
、
金
利
引
上
げ
を

誘
導
す
る
金
融
政
策
な
ど
、
先
行

き
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
経
済
は
、
未
だ
収

束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
原
油
価
格
の
高
騰
、
急
激
な

円
安
に
よ
る
電
気
・
ガ
ス
を
は
じ

め
と
し
た
光
熱
費
や
食
料
品
な
ど

生
活
に
直
結
す
る
大
幅
な
物
価
上

昇
が
、
国
民
の
生
活
を
圧
迫
し
、

個
人
消
費
も
減
退
す
る
な
ど
景
気

回
復
を
阻
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
成
長

と
分
配
の
好
循
環
に
よ
る
「
新
し

い
資
本
主
義
」
の
実
現
に
向
け
、

経
済
界
に
イ
ン
フ
レ
率
を
超
え
る

賃
上
げ
の
実
現
を
強
く
要
請
し
て

い
ま
す
。

　
本
組
合
と
し
て
も
、
物
価
上
昇

に
対
応
で
き
る
十
分
な
賃
上
げ
に

よ
り
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、

労
働
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
ひ

い
て
は
消
費
の
拡
大
に
繋
が
り
、

国
内
海
運
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
現
状
は
、
長

年
行
わ
れ
て
き
た
道
路
偏
重
政
策

や
燃
料
油
価
格
の
高
騰
、
環
境
問

題
な
ど
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
諸
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
に

よ
る
貨
物
輸
送
量
の
更
な
る
増
加

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
水
際
対
策
の
緩
和
や
国
の
旅
行

支
援
制
度
に
よ
り
旅
客
輸
送
量
の

増
加
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て
労
働
力

不
足
は
顕
在
化
し
て
い
る
中
、
海

事
産
業
に
お
い
て
も
、
労
働
時
間

の
把
握
・
管
理
、
健
康
確
保
な
ど

船
員
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、
後

継
者
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
業
界
に
お
い
て

も
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
・
育
成

し
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
条
件

・
労
働
環
境
の
改
善
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

　
今
次
交
渉
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
大
幅
な
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
陸
上

と
は
違
い
海
上
労
働
と
い
う
特
殊

な
環
境
下
で
従
事
し
て
い
る
組
合

員
に
対
し
、
正
当
な
評
価
と
な
る

よ
う
高
水
準
の
賃
金
改
善
を
実
現

し
、
魅
力
あ
る
業
界
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
労

使
の
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
期
限

内
円
満
解
決
に
向
け
た
真
摯
な
協

議
を
お
願
い
し
、
組
合
を
代
表
し

て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

海
上
労
働
者
の
生
活
が
破
綻
し
な
い
よ
う

海
上
労
働
者
の
生
活
が
破
綻
し
な
い
よ
う

業
界
の
将
来
を
見
据
え
た

業
界
の
将
来
を
見
据
え
た

誠
意
あ
る
判
断
を
求
め
る

誠
意
あ
る
判
断
を
求
め
る

昨
今
の
物
価
高
騰
や
後
継
者
確
保

の
観
点
か
ら
も
大
幅
な
ベ
ア
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前

向
き
に
検
討
を
行
い
、
次
回
交
渉

に
臨
む
よ
う
求
め
た
。

　
そ
の
ほ
か
船
団
申
し
入
れ
の
う

ち
、「
時
間
外
労
働
」
に
つ
い
て
、

組
合
側
よ
り
、
船
員
法
改
正
を
逆

手
に
取
り
、
割
増
手
当
の
算
定
と

な
る
時
間
外
労
働
を
削
減
し
よ
う

と
す
る
改
悪
要
求
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
即
時
取
り
下
げ
を
求
め
た
も

の
の
、
船
団
側
は
一
度
持
ち
帰

り
、
取
り
下
げ
の
方
向
で
検
討
し

た
い
と
し
た
こ
と
か
ら
、
十
分
検

討
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
最
後
に
、
次
回
交
渉
を
３
月
６

日
13
時
30
分
よ
り
、
ホ
テ
ル
マ
リ

ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
で
開
催
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
14
時
40
分
に
第

１
回
交
渉
委
員
会
を
終
了
し
た
。

　
こ
の
後
、
15
時
よ
り
内
航
二
団

体
、16
時
20
分
よ
り
全
内
航
と
の
、

令
和
５
年
度
第
１
回
労
働
協
約
改

定
交
渉
委
員
会
を
開
催
し
た
。

中央交渉は
日本の船員社会の
賃金水準引き上げ
けん引役の役割

日本カーフェリー交渉委員会（右が組合側）

松浦満晴組合長のあいさつ
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日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
交
渉
委
員
会

概
要
は
１
面
に
掲
載

内
航
二
団
体

　
交
渉
委
員
会
は
組
合
側
幹
事
の

司
会
で
始
ま
り
、
労
使
双
方
の
交

渉
委
員
を
確
認
し
た
。
船
団
側
を

代
表
し
て
宮
﨑
昇
一
郎
会
長
（
一

洋
会
）、
組
合
側
を
代
表
し
て
松

浦
満
晴
組
合
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
交
渉
委
員
会
運
営
を
確
認

の
後
、
組
合
要
求
に
関
す
る
趣
旨

説
明
を
行
い
、
船
団
側
よ
り
、
今

次
労
働
協
約
改
定
に
関
す
る
申
し

入
れ
は
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
交
渉
で
は
組
合
側
よ
り
、
組
合

要
求
に
対
す
る
考
え
方
を
質
し
た

と
こ
ろ
、
船
団
側
は
会
社
が
十
分

な
利
益
を
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

先
行
き
も
不
透
明
な
状
況
で
は
あ

る
が
、
組
合
要
求
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
検
討
し
た
い
と
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
大
幅

な
賃
金
改
善
は
現
場
組
合
員
の
非

常
に
強
い
要
望
で
あ
る
こ
と
を
十

分
に
受
け
止
め
、
内
部
検
討
を
行

い
、
次
回
交
渉
に
臨
む
よ
う
主
張

し
た
上
で
、
基
本
給
以
外
の
組
合

要
求
に
つ
い
て
も
、
真
摯
に
検
討

を
行
う
よ
う
求
め
た
。

　
ま
た
、
期
限
内
自
主
円
満
解
決

な
ら
び
に
年
間
臨
時
手
当
の
同
時

決
着
に
つ
い
て
、
船
団
側
は
異
論

な
い
と
し
た
。

　
最
後
に
「
有
効
期
間
」
お
よ
び

「
例
外
規
定
」「
医
療
体
制
の
向
上

に
関
す
る
協
定
書
の
整
理
明
確

化
」
に
つ
い
て
仮
合
意
と
し
、
次

回
交
渉
に
つ
い
て
は
３
月
７
日
13

時
30
分
よ
り
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー

ズ
コ
ー
ト
東
京
で
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
16
時
に
第
１
回
内
航

交
渉
委
員
会
を
終
了
し
た
。

全
内
航

　
交
渉
委
員
会
は
組
合
側
幹
事
の

司
会
で
始
ま
り
、
労
使
双
方
の
交

渉
委
員
を
確
認
し
た
。
船
団
側
を

代
表
し
て
関
田
拓
生
会
長
、
組
合

側
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴
組
合
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
に
交
渉
委
員
会
運
営
を
確
認

の
後
、
組
合
要
求
に
関
す
る
趣
旨

説
明
を
行
い
、
船
団
側
よ
り
、
今

次
労
働
協
約
改
定
に
関
す
る
申
し

入
れ
は
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
交
渉
で
は
組
合
側
よ
り
、
組
合

要
求
に
対
す
る
考
え
方
を
質
し
た

と
こ
ろ
、
船
団
側
は
昨
今
の
物
価

高
騰
を
踏
ま
え
れ
ば
、
船
員
の
労

働
条
件
・
労
働
環
境
を
改
善
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解
し

て
お
り
、
各
業
界
の
動
静
を
踏
ま

え
、
期
限
内
解
決
に
向
け
て
検
討

し
た
い
と
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
今
次

要
求
に
つ
い
て
は
、
賃
金
改
善
必

要
最
低
限
の
要
求
で
あ
る
こ
と
を

十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
内
部
検

討
を
行
い
、
次
回
交
渉
に
臨
む
よ

う
求
め
た
。

　
ま
た
、
年
間
臨
時
手
当
交
渉
の

同
時
決
着
に
つ
い
て
、
船
団
側
は

異
論
な
い
と
し
た
。

　
最
後
に
「
有
効
期
間
」
お
よ
び

「
適
用
除
外
」
に
つ
い
て
は
仮
合

意
と
し
、
次
回
交
渉
日
程
に
つ
い

て
は
３
月
７
日
15
時
よ
り
、
ホ
テ

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
で
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
17
時
に

第
１
回
全
内
航
交
渉
委
員
会
を
終

了
し
た
。

　
２
０
２
３
年
３
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
３
年
２
月
25
日
付
で
告
示
し
た
第
39
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
５
３　
新
潟
地
区
組
合
員（補

充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
佐
藤　
智
矢　
佐
渡
汽
船

二
等
航
海
士

　
１
０
７　
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
宮
部　
芳
郎　
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー

陸
上
職
員

第
39
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
全
国
委
員

資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
５　
中
・
四
国　

柘
植　
雅
也

第
39
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
39
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位　
０
５　
中
・
四
国

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
３
年
３
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
３
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
３
月
15
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
３
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
４
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
４
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

　

３
月
１
日
13
時
30
分
よ
り
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会
、

15
時
よ
り
内
航
二
団
体
、
16
時
20
分
よ
り
全
内
航
と
、
令

和
５
年
度
第
１
回
労
働
協
約
改
定
交
渉
委
員
会
を
、
ホ
テ

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
で
開
催
し
た
。

第
１
回
中
央
交
渉
・
概
要

２
０
２
３
年
度
労
働
協
約
改
定

日本カーフェリー労務協会
会長　小笠原朗

船主団体　一洋会
会長　宮﨑昇一郎

全内航
会長　関田拓生

日本カーフェリー交渉委員会（右が組合側）

内航二団体との交渉（右が組合側）

全内航との交渉（右が組合側）
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長
の
司
会
で
始
ま
り
、
は
じ
め
に

主
催
者
を
代
表
し
て
、
髙
宮
成
昭

関
東
地
方
支
部
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
続
い
て
組
合
本
部
を
代
表

し
、
田
中
伸
一
組
合
長
が
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
次
に
海
友
会
の
永
田
宏
智
会

長
（
川
崎
汽
船
職
場
委
員
）
の
発

声
で
春
闘
勝
利
に
向
け
た
乾
杯
を

行
っ
た
。
今
年
の
海
員
春
闘
の
ポ

ス
タ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
賃
上
げ
の

波
に
乗
れ
！
満
額
回
答
だ
！
船
員

　
ひ
な
祭
り
の
３
月
３
日
、
午
後

６
時
か
ら
ナ
ビ
オ
ス
横
浜
に
お
い

て
、
２
０
２
３
年
度
労
働
協
約
改

定
闘
争
勝
利
に
向
け
た
総
決
起
集

会
を
開
催
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
も
開
催
で
き

な
か
っ
た
団
結
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

が
、
今
年
は
人
数
を
絞
り
42
人
が

出
席
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し

た
上
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
関
東
地
方
支
部
団
結
イ
ベ
ン
ト

は
、
菅
野
直
樹
関
東
地
方
支
部
次

の
未
来
に
光
あ
れ
！
」
は
、
永
田

会
長
が
応
募
し
採
用
さ
れ
た
も
の

で
、
乾
杯
の
音
頭
は
こ
の
ポ
ス
タ

ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
、
会
場

が
一
丸
と
な
っ
て
団
結
を
深
め

た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
の
海
員
旗
の

両
サ
イ
ド
に
は
、
10
本
の
関
東
地

方
支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
春
闘
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
物
価
高
騰

が
続
く
中
で
、
現
場
組
合
員
の
雇

用
と
生
活
を
守
る
た
め
、
今
次
春

要求貫徹に向け要求貫徹に向け決起集会

髙宮成昭関東地方支部長のあいさつ

組合本部を代表して田中伸一組合長代行のあいさつ

闘
交
渉
は
不
退
転
で
臨
む
姿
勢
を

表
し
た
。

関
東
地
方
支
部

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ロ
ー
ガ
ン

▽
物
価
に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
賃

金
改
定

▽
今
こ
そ
団
結
！
今
日
も
働
く
仲

間
の
為
に
！

▽
築
こ
う
安
定
の
職
場
を　
繋
ご

う
未
来
の
船
員
へ
！

▽
勝
ち
取
ろ
う
！
魅
力
あ
る
職
場

と
明
る
い
未
来

▽
誇
り
あ
る
仕
事
魅
力
あ
る
賃
金

両
輪
揃
え
て
明
る
い
未
来
へ
！

▽
先
を
見
据
え
た
交
渉
を
！
築
こ

う
未
来
展
望
描
け
る
労
働
環
境
！

▽
人
材
確
保
に
待
っ
た
な
し
！
船

員
の
賃
金
を
押
し
上
げ
ろ
！

▽
頑
張
ろ
う
！
明
る
い
未
来
へ
海

員
春
闘
！

▽
高
め
よ
う
船
員
の
魅
力
！
改
善

し
よ
う
労
働
環
境

▽
「
持
続
可
能
な
海
員
目
標
Ｓ
シ

ー
マ
ン
シ
ッ
プ
の
精
神
で
Ｄ
ど
ん

な
状
況
で
も
諦
め
ず
Ｇ
現
場
の
声

を
届
け
よ
う
！
ｓ
春
闘
」

　
部
門
ご
と
の
決
意
表
明
で
は
、

外
航
部
門
＝
佐
々
木
崇
職
場
委

員
、
国
内
部
門
＝
大
沼
賢
広
職
場

委
員
、
水
産
部
門
＝
深
川
隼
輔
職

場
委
員
の
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
を
代
表
し
、
力
強
い
決
意
を

述
べ
た
。

　
決
起
集
会
の
最
後
は
、
大
滝
恒

関
東
地
方
支
部
長
代
行
が
、
今
次

労
働
協
約
改
定
闘
争
勝
利
を
誓
う

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
団
結

イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
っ
た
。

２
０
２
３
年

海
員
関
東
労
働
協
約

改
定
闘
争
総
決
起
集
会

人
数
を
絞
り
、

ナ
ビ
オ
ス
横
浜
で
開
催

佐々木崇職場委員の決意表明（外航部門を代表）

大沼賢広職場委員の決意表明（国内部門を代表）

深川隼輔職場委員の決意表明（水産部門を代表）

現
場
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め

現
場
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め 

一
致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う

一
致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
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２
月
15
日
、
九
州
郵
船
株
式
会

社
の
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す

る
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

関
係
者
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

九
州
郵
船
株
式
会
社
の
竹
永
健
二

郎
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
「
第
一

次
世
界
大
戦
後
間
も
な
い
、
大
正

９
年
に
創
業
し
て
以
来
、
１
０
０

年
も
の
長
い
間
、
航
路
事
業
を
行

っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
ご
臨
席
の

皆
さ
ま
方
や
地
元
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情

の
賜
物
で
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
努
力
で
築

き
上
げ
て
き
た
当
社
を
一
段
と
発

展
さ
せ
る
べ
く
、
一
人
一
人
が
意

識
改
革
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
常

に
念
頭
に
置
き
、
効
率
化
・
活
性

化
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
こ

の
１
０
０
周
年
を
契
機
に
、
心
新

た
に
し
て
、
安
全
運
航
を
基
本
と

し
、
社
業
に
ま
い
進
し
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
壱
岐
・
対
馬

両
島
の
振
興
へ
力
尽
く
す
覚
悟
を

持
ち
、
今
後
も
ご
臨
席
の
皆
さ
ま

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
１
０
０
周
年
を
祝
し

て
、
博
多
伝
統
芸
妓
の
博
多
券
番

に
よ
る
祝
舞
や
、
１
０
０
年
史
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
船
員

を
代
表
し
、
古
川
賀
津
彦
船
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
「
諸
先
輩
方
の

努
力
で
築
き
上
げ
て
き
た
当
社
を

さ
ら
な
る
１
０
０
年
が
積
み
上
げ

ら
れ
る
よ
う
、
一
人
一
人
が
目
的

意
識
を
持
ち
、
安
全
運
航
に
努
め

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

※
九
州
郵
船
株
式
会
社
は
、

１
９
２
０
年
８
月
15
日
に
、
対

馬
商
船
株
式
会
社
と
し
て
設
立
。

１
９
３
５
年
に
九
州
郵
船
株
式
会

社
へ
社
名
変
更
し
た
。

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

小名浜
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

　
冷
た
い
風
が
吹
い
て
空
が
晴
れ

わ
た
る
１
月
27
日
、
福
島
県
唯
一

の
国
際
貿
易
港
、
小
名
浜
港
に
、

福
島
汽
船
株
式
会
社
所
属
の
新
造

船
タ
グ
ボ
ー
ト
「
開
成
丸
」
が
就

航
し
た
。

　
開
成
丸
は
、
兵
庫
県
・
神
戸
に

あ
る
金
川
造
船
所
で
造
ら
れ
、
ド

ッ
ク
を
出
渠
、
神
戸
港
か
ら
小
名

浜
港
に
回
港
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
小
名
浜
港
に
出
入
港
す
る
外

航
船
や
大
型
船
の
離
着
桟
作
業
を

中
心
に
、
港
の
縁
の
下
の
力
持
ち

と
し
て
の
作
業
に
就
く
。

　
ま
た
、
機
動
力
の
高
い
タ
グ
ボ

ー
ト
の
能
力
を
活
か
し
、
港
内
で

の
火
災
や
災
害
時
に
備
え
、
活
動

で
き
る
体
制
も
組
ん
で
い
る
。

　
福
島
汽
船
㈱
所
属
の
タ
グ
ボ
ー

ト
は
、
福
島
県
の
小
名
浜
港
と
相

馬
港
、
原
町
港
、
広
野
港
な
ど
の

各
港
に
お
い
て
、
港
の
安
全
を
守

る
業
務
に
活
躍
し
て
い
る
。

フェリーきずな

ヴィーナス

うみてらし

ダイヤモンドいき

船員を代表して、あいさつを述べる古川賀津彦船長（中央）

新造船

開成丸が就航開成丸が就航

１００周年心新たに１００周年心新たに
安全運航誓う安全運航誓う
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